
「木曜会」は昭和50年代に地域の歴史な

どを学ぶことから始まったグループです。

その後、二葉公民館と協力して「二葉みち

しるべ」という郷土誌を刊行しています。

現在はメンバーの数人が東区にある

「二葉の里歴史の散歩道」のボランティア

ガイドとして、地域の魅力を伝える活動を

しています。

最近の活動は、岡崎環先生を囲んで「枕

草子」を音読しながら、和気あいあいと日

本の歴史・文化について広く学んでいます。

定例会は毎月（８月はお休み）第１木曜

日の午前10時から正午までです。ちょっと

したことに感動する心を共有しながら、一

緒に学んで（遊んで？）みませんか？

平成13年に福田公民館で実施した「子

育てボランティア講座」の受講生が中心と

なってグループを結成し、毎月第１金曜日

の午前９時半から11時

半まで、乳幼児と保護

者が集える場として

「ほっとスペース福田」

を開催しています。

このスペースでは、毎

回絵本の読み聞かせ、手遊びのほか親子体

操など、親子で楽しめる時間を設けて、子

育て中の保護者の交流促進を図っています。

さらに毎月、育児不安の解消方法など

子育てに役立つ情報を集めて保護者に配

布する活動を行うとともに、公民館の主催

事業の託児を担うなど、さまざまな形で福

田地区の子育て支援に取り組んでいます。

お花は、見るだけで自然と人に笑顔をも

たらしたり、知らない人同士でも話が弾む

きっかけになったりします。

公民館を利用される方や道行く方から

の「いつも、きれいなお花を見せてもらっ

て、ありがとうございます」とのお声かけ

が、種から花を育て、手入れをしている私

たちの活動の励みになっています。

「ぬくしな花いっぱいクラブ」は、花づくり

を通じた交流で「健康づくり」「仲間づくり」

「まちづくり」を行いたいと思っています。

お花が好きな方なら、どなたでもお気

軽にどうぞ。一緒に花づくりをしましょう。

定例活動日は、第３木曜日の午前９時半か

ら正午までです。

「牛田成年会太鼓組」は、昭和52年６月

に結成され今年40周年を迎えました。現在

メンバーは30人（小学生から60代まで）で、

“楽しくなければ太鼓じゃない”の合言葉の

もと取り組んでいます。地元の牛田地区で

は、ほおずき祭、町民盆踊り大会、早稲田

神社秋季大祭など多くの行事に参加し、他

地区も含め年間20回前後の演奏活動をし

ています。

40年の歩みについては、多くの方々のご

声援とお力添えにより今日があるというこ

とに心から感謝しています。その感謝の気

持ちを演奏で表現しようとコンサートを下

記のとおり開催します。気持ちを込めて一

生懸命演奏しますので、ぜひご来場くださ

いませ。

牛田成年会太鼓組結成40周年記念コン

サート

日時：平成29年12月17日（日）午後１時半開演

場所：東区民文化センター大ホール

※入場無料

定例会は、子どもグループが毎週土曜日

午後７時から８時半まで、大人グループは

毎週月曜日午後７時から９時半までです。

見学に来て下さい。お待ちしています！

留学生とヒロシマ
「日本にいる留学生は市民
と交流する機会が少ない。も
しかするとそれは、受け入れる
側の私たちが外国の人とふ
れあうことを避けているからな
のかもしれない」。
広島の留学生と大学生や
市民との交流活動をしている団体「Each Feelings」の渡邊さん、岡山
さんにお話を伺いました。渡邊さんは自身のこれまでの経験から、もしか
すると私たちは普段のネットやテレビの情報だけで、外国の人に対して
偏ったイメージを持っているのではないだろうか、と感じたそうです。「だか
らこそ、一人一人が相手と向き合い、心を開いて一個人としてお互いに
理解を深め合うことが大事だと思います」と話してくれました。
2009年に広島県出身シンガーソングライターの玉城ちはるさんを中

心にボランティア団体として発
足。広島県内の大学生と社会
人が中心となって活動していま
す。主な活動として、広島の留
学生と大学生や市民が気軽に
参加できる『異文化交流会』の
開催のほか、留学生や他県の

学生と原爆ドームを訪れ、ヒロシマを学び、平和について考える『スタ
ディツアー』といった企画などがあります。
～平和への思いをひとつの花に～One Flower, One Peaceに
込めた思い
「Each Feelings」の名前の由来。そ
れは国際交流を通して国や宗教を超え、
それぞれの思いや感じ方を尊重しながら
繋がりや絆をつくり、それぞれのカタチで
平和を表現する、という意味が込められて
います。
発足当初より、毎年８月６日前後にピースイベントを開催しています。
「国内外を問わず世界中の人たちにヒロシマを知ってもらいたい、ヒロ
シマを伝え続けることでそれぞれの『平和への想い』を深く感じてほしい」。
今年度は献花をメインとしたイベントを開催されるそうです。一輪の花

がパズルの１ピースとなり、集まって一つの『平和（Peace）』になります
ように…との大勢の人たちの願いを込めて、大きな『ピースフラワー』を
広島平和記念式典の日に献花します。
今年の８月６日はぜひ、平和記念公園の慰霊碑横の広場へ“One 

Flower, One Peace”を一緒に作りましょう。

加治実穂、高村秀樹、津森正裕レポーター ひろ記者お互いの心を開いて語り合える場を

私は、現在在籍する広島経済大学が1990年に国際交流室を設置して
以来、長年にわたり大学の国際化に関わってきた。一つのエピソードを交え、
今後の広島にとって必要な国際交流について述べたい。
あるアフリカ系フランス人留学生から「先生、昨日大学の近くを歩いてい

たら、お母さんと子どもとすれちがいました。その時、私は笑顔で挨拶をし
たつもりでしたが、二人は怖がる表情で私をよけ早足で逃げていく感じでし
た。私は何か悪いことしたのですか？」と質問を受けた。この学生の質問は、
国際化の推進には大学内のシステムやプログラムのインフラ整備のみでは
不十分であり、地域社会の国際化や異文化適応能力の問題も考えなけれ
ばならないことを気付かせた。そこで、地元小学校で交換留学生と子ども
たちとが触れ合う機会を設けた。さらに地元住民と交流機会を増やすため
に公民館の活動に参加させてみることにした。そして徐々に地元住民の留
学生に対する理解を得るようになった。ここまで来るのに20年近くかかった。
地元住民との交流経験談は帰国した交換留学生の母校で評判となり、そ
の後、多くの留学生が来るようになった。ボランティア国際交流活動から始
めた活動は、授業として単位を取得できるようになった。地元住民と留学生
の双方から良い評価を得られるためには、常にプログラム開発とイノベー
ションの精神が必要である。
そこで、広島の今後の国際交流をどのように考えるべきであろうか。デジ

タル社会と「情報」を上手に活用できる町、また、高齢化社会をはじめ、い

ろいろな国籍や立場の人 を々寛容に受入れる優しい環境を備えた「国際平
和文化都市」に発展してほしい。現実的には、この財政難の中では、短期
的な効果や成果を求められがちで、数的評価を明確に出せない長期的な
事業や活動は敬遠され、中止に追い込まれる傾向にある。しかし、長期的
な視野に立ち大きな目標を目指して活動を継続していく必要もあると考える。
また、「国際交流」基盤づくりのためには、「国際的感覚・グローバル対
応」が町中に浸透するような活動も重要である。さまざまな国籍や立場の
人々がゲストや観光客だけではなく、長期滞在や「住民」となるよう環境づく
りに力を入れるべきであろう。町の看板や町で流れるアナウンスが多言語化
され、自治体用の書類等も多言語で準備されるような町を目指してほしい。
広島から「さまざまな国籍や立場の人々からの声」を発信できるプラット
フォーム環境づくりを整え国際平和のハブとしての役割を担うことによってさ
らに人が集まってくると考える。
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グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

アメリカ国籍。1988年の専任講師を皮きりに、1991年より国際交流部
門の責任者を務め、1998年から2011年広島地域留学生団体育成支
援協議会会長。2000年より広島経済大学教授（憲法専攻）。2010年
から2014年国際教育交流協議会（JAFSA）副会長、2012年からは広
島県留学生活躍支援センター・企画委員会委員長も務めている。

「ひろ記者」とは、市民自らが地域のまちづくり活動やイベントなどを
取材し発信していく、広島の市民レポーターです。

http://www.city.hiroshima.lg.jp/hirokisha/

わたなべ おかやま

たま き

▲スタッフの岡山さん（中）と渡邊さん（右から２番目）

▲「One Flower, One Peace」の
　“ピースフラワー”

▲留学生と共にヒロシマを学ぶ「スタディツアー」

らしっくレポートひろ記者が行く

らしっくコラム
Rashikku column

公民館へ
〜東区内公民館〜

ようこそ！

地域のみなさんの学習活動を応援する最も
身近な施設「公民館」でまちづくりに関する
活動をしているグループをご紹介します。
今号は、東区内公民館で活動しているみな
さんです。

今回は、一般社団法人ＥＡＣＨが運営する
「Each Feelings」について取材しました。
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